
　
定
年
退
職
後
の
10
年
間
、私
は

母
の
介
護
を
し
て
い
ま
し
た
。そ

の
間
、孤
独
を
感
じ
な
か
っ
た
の

は
、58
歳
か
ら
独
学
で
習
得
し
た

パ
ソ
コ
ン
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
お
し
ゃ
べ
り
会
）を

や
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。母
が
寝

入
る
と
パ
ソ
コ
ン
を
開
き
、い
ろ

ん
な
人
と
語
り
あ
っ
た
り
、俳
句

の
会
に
参
加
し
た
り
し
て
、寂
し

い
思
い
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
の
体
験
か
ら
年

寄
り
こ
そ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

や
る
べ
き
だ
と
実
感
し
、周
り
の

人
た
ち
に
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い

き
ま
し
た
。

活
動
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

　

私
た
ち
が
運
営
す
る「
メ
ロ
ウ

倶
楽
部
」は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
す
。す
べ
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
活
動
し
て
お
り
、

車
い
す
で
生
活
し
て
い
る
人
や
、

寝
た
き
り
の
人
や
、闘
病
中
の
人

も
参
加
し
て
交
流
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。こ
の
前
の
コ
ロ
ナ
禍
の

と
き
に
は
、独
居
の
人
た
ち
が
寂

し
い
か
ら
と
入
会
さ
れ
、会
員
が

増
え
ま
し
た
。シ
ニ
ア
の
精
神
的

な
居
場
所
と
し
て
再
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
は「
万
能
電
脳
小
箱
」

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）

と
仲
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。ス
マ
ホ

は
、い
ろ
ん
な
便
利
な
機
能
を
持

つ
、い
わ
ば「
万
能
電
脳
小
箱
」で

す
。

●
避
難
指
示　

災
害
時
に
ス
マ

ホ
が
あ
れ
ば
、避
難
指
示
な
ど
の

情
報
が
一
斉
同
報
で
届
き
ま
す
。

●
健
康
管
理　
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ

（
腕
時
計
型
の
端
末
）と
連
動
さ

せ
る
と
、心
電
図
も
と
れ
る
し
、

健
康
管
理
が
で
き
ま
す
。

●
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ　
地
域
で
売
っ

て
い
な
く
て
、ど
う
し
て
も
買
い

た
い
も
の
は
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
で
買
え
ば
い
い
ん
で
す
。

●
度
忘
れ
対
策　

言
葉
を
度
忘

れ
し
た
と
き
も
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
検
索
に
関
連
し
た
単
語
を

ど
ん
ど
ん
入
れ
て
い
く
と
、言
葉

が
出
て
き
ま
す
。

●
孤
独
解
消　

オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
で
中
学
校
の
同
窓
会
に
も
行

け
る
し
、昔
の
恋
人
に
会
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
Ｉ
と
共
存
す
る
た
め
に

　

い
ま
、人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）の
進

歩
で
、も
の
す
ご
い
勢
い
で
社
会

が
変
化
し
て
い
ま
す
。若
い
人

た
ち
が
持
っ
て
い
る
知
識
だ
け

で
は
、Ａ
Ｉ
と
対た
い

峙じ

し
て
生
き
て

い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。Ａ
Ｉ

と
付
き
合
う
た
め
に
大
事
な
も

の
は
、私
た
ち
お
と
な
の
財
産
で

あ
る「
体
験
」「
仕
事
」「
生
活
」「
読

書
」な
ど
と
知
識
を
合
わ
せ
て
消

化
し
、発
酵・
熟
成
さ
せ
て
出
て

く
る
叡え
い

知ち

や
智ち

慧え

で
す
。Ａ
Ｉ

と
共
存
し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら

の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
有
意
義
な

も
の
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
大
阪
府
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
は
、88
歳
の
Ｉ
Ｔ
エ
バ
ン

ジ
ェ
リ
ス
ト（
※
）、若
宮
正
子
さ
ん
に「
老
い
て
こ
そ
デ
ジ
タ
ル
を
」と

題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。講
演
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。（
令
和
５
年
９
月
12
日
、府
社
会
福
祉
会
館
）

※�

エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
と
は「
伝
道
者
」。Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）に
関
す
る
知
識
を

人
々
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
専
門
家
の
こ
と
。

　SC大阪では、大阪府委託事業「老人クラブ活動サポート事業」の中で、
今年度から「フォローアップ相談会」を実施しています。これは、情報共有
会を開催済みの市町村老連を対象に、テーマを絞って具体的な支援を行
うものです。皆様のご協力をお願いいたします。

◦魅力ある活動の講習
  （ニュースポーツ、認知症予防）
◦スマホ活用の講習

◦広報活動の講習
◦会員増強の事例検討
◦後継者問題の事例検討

◦グループディスカッション
◦その他

老人クラブ活動サポート事業

フォローアップ相談会を実施中

ＩＴエバンジェリストＩＴエバンジェリスト　若宮 正子　若宮 正子さんさん
老老いてこそデジタルをいてこそデジタルを大阪府老人クラブ大会講演大阪府老人クラブ大会講演

第65回第65回

◀グループディスカッション（豊能町老連）
　令和5年９月27日

▲SC大阪スマホリーダー養成講座
　令和5年10月10日・19日

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
の
詳
細
は
４・5
面
参
照

フォローアップ相談会のテーマ（下記から市町村老連が選択）

（ 1）第185号 2024年（令和6年）1月1日発行
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ＳＣ大阪会長

杉本 茂
大阪府知事

吉村 洋文

「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
」
の

実
現
に
向
け
て

皆
様
の
声
を
も
と
に

老
人
ク
ラ
ブ
の
課
題
解
決
へ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
は

健
や
か
に
新
し
い
年
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
年
度
は
３
ヵ
年
計

画
で
始
ま
り
ま
し
た
「
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
の
最
終
年
度
と

な
り
ま
す
。
大
阪
府
全
て

の
単
位
ク
ラ
ブ
・
市
町
村

老
連
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
情

報
共
有
会
（
相
談
会
）、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
相
談

　
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様

に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
一
人

暮
ら
し
の
方
へ
の
声
か

け
や
訪
問
、
登
下
校
の
見

守
り
な
ど
、
地
域
の
暮
ら

し
を
豊
か
に
す
る
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　
さ
て
、
開
催
ま
で

５
０
０
日
を
切
り
ま
し

た
２
０
２
５
年
の
大
阪
・

関
西
万
博
で
は
、「
い
の

会
を
通
し
て
各
地
区
で

の
問
題
点
を
洗
い
出
し
、

解
決
の
提
案
を
し
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
な
か
な
か
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の

皆
様
の
声
を
お
聞
き
し
、

専
門
家
の
意
見
を
聞
く

こ
と
に
よ
り
少
し
は
光

明
が
見
え
て
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
Ｓ
Ｃ
大
阪
の
財

政
状
況
は
引
き
続
き
厳

し
く
、
工
夫
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
方
策
を
講
じ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
本
年
も
皆
様
に
と
り

ま
し
て
よ
り
良
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ

ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
や
社
会

参
加
な
ど
、
皆
様
が
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
、
自

分
ら
し
く
有
意
義
に
過
ご

さ
れ
る
こ
と
は
、
生
涯
を

通
じ
て
心
身
と
も
に
健
康

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を

活
か
し
て
輝
き
な
が
ら
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き

る
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社

会
」
の
実
現
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
で
あ
り
、
今

後
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
貴
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
、
本
年
が
皆

様
に
と
っ
て
実
り
多
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
い
さ
つ

ＳＣ大阪 事業報告短信ＳＣ大阪 事業報告短信

「いきいきサロン」の取り組み
阪南市 シニアクラブ桃の木台　会長　西村　豊氏
　毎月４回午前 10 時～午後４時に桃の木台西住民センターでス
トレッチ体操・公式ワナゲ・喫茶コーナーなどを行っている。開
催情報などは会報を作り個人名入りで全会員に配り、年１回のニュースは
地域住民へ全戸配布している。2022年度は45回の開催で1035人が参加した。

男性だけで運営するカフェ「モーニング・カフェテラス」
枚方市 枚方三陽台シニア会　藤　一夫氏（左） 　鈴木孝三氏（右）
　毎月第２水曜日午前 10 時～正午に三陽台自治会
館で開催。スタッフは男性 14 人で構成され、そろ
いの服装に受付・厨房・配膳など担当を決めている。
男性がサービスするため女性に好評で、１回につき
近隣地区の住民も含め約 70 人が来られる。

ところ：府社会福祉会館　
参加者：26 人

テーマ：魅力ある「通いの場」をつくろう
　　　　―サロン活動やふれあい喫茶の好事例に学ぶ―
コーディネーター：まっすぐプランニング代表・合田享史氏

「地域支え合い活動」研修会10/25

令和５年度ＳＣ大阪健康づくり大学校
修了生（敬称略）

ところ：府社会福祉会館など　受講者：31 人
　全９日間で「老人クラブの活性化」「仲間
づくり」「世代間交流」「フレイル予防」など、
老人クラブの運営に役立つ多彩なテーマで
講座が展開され、受講生全員が所定の課程
を修了しました。

【豊能町】小林量江、三浦洋子【箕面市】光本幸男【池田市】渡邉千芳【豊
中市】児玉忠士、林　正幸【島本町】佐々木二郎【枚方市】中平久美子【交
野市】兼光　毅【門真市】柴田照夫、大倉史朗【四條畷市】久保知寿子【藤
井寺市】河原皓弌、野久保芳郎【松原市】中村敬子、東田多津子、林　良子、
阪元治代【羽曳野市】中條伸雄、森　正司、廣瀬公代【富田林市】阿佐　猛、
稲田耕治【河内長野市】杉原道雄、土手千佳世【高石市】川井輝代【和泉市】
池辺美代子、生田勝己、三井明美【熊取町】河合義一【阪南市】小松原隆夫

健康づくり大学校9/29 ～ 11/24

万博記念公園にて

ところ：府立体育会館
参加者：40 人（健康づくり大学校受講生 29 人、一般参加者 11 人）
講師：フレンドリー情報センター・西尾和久氏
実施種目：公式ワナゲ、ボッチャ

ニュースポーツ体験交流会（健康づくり大学校公開講座）11/16

ところ：府社会福祉会館 
参加者：42 人

講師：フレンドリー情報センター・西尾和久氏
　チェックテストの合格者には日本ワナゲ協会「普及員」認定証が授与さ
れました。

公式ワナゲ普及員養成講座7/28

ところ：久宝寺緑地・陸上競技場（八尾市）　
参加者：239 人
　入賞者は次の通り。敬称略。【  】内はホー
ルインワンの数。優勝＝水野弘二（高石市）
44 打【2】▽準優勝＝西村千代子（門真市）
47 打【3】▽ 3 位＝山本明美（枚方市）47 打【3】▽ 4 位＝中森俊彦（枚方市）
48 打【2】▽ 5 位＝大西幸夫（貝塚市）49 打【3】

グラウンド・ゴルフ大会10/17

ところ：
府 立 体

育会館　参加者：24 チーム、149 人
　入賞チームは次の通り。優勝＝くま
とり（熊取町）1228 点▽ 2 位＝守口元
気パワーズ（守口市）1017 点▽ 3 位＝
マッキーチーム（松原市）986 点▽ 4
位＝交野市星友クラブ連合会（交野市）
981 点▽ 5 位＝友愛（池田市）965 点

公式ワナゲ大会12/8

会員増強のポイントは「おたがいさま」のつながりづくり
　新規加入者が絶えないのは、会員の声を丁寧に聞き、その
ニーズに応える活動を展開。活動の魅力が会員の口コミで広
がり、自然に人が集まってきます。 

ところ：兵庫県民会館
SC大阪からの参加者：20 人

　兵庫県が主催で開催され、富田林市寿美ヶ丘すみれ会会長の田中優子
氏が第２分科会で事例発表を行いました。

近畿ブロック
老人クラブリーダー研修会

6/29

入賞者の皆さんと杉本ＳＣ大阪
会長

優勝のくまとりの皆さん。左端が
個人スコア第１位の西川治さん

（515 点、パーフェクト 1 回）
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最
新
の
お
知
ら
せ
な
ど
役
立
つ
情
報
が
い
っ
ぱ
い
で
す

Ｓ
Ｃ
大
阪
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

Ｓ
Ｃ
大
阪
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い

ご
覧
下
さ
い

「SC大阪」と検索すると
見つかります。

検索
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第第
6565
回
大
阪
府

回
大
阪
府

老
人
ク
ラ
ブ
大
会

老
人
ク
ラ
ブ
大
会

◇
大
阪
府
優
良
老
人
ク
ラ

ブ
表
彰
◇

み
ゆ
き
ク
ラ
ブ
、
桜
ヶ
丘

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
豊
中
市
）

▽
エ
ル
ダ
ー
城
南
（
池
田

市
）▽
旭
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、

喜
楽
会
（
貝
塚
市
）
▽
大

日
新
あ
け
ぼ
の
会
（
守

口
市
）
▽
西
牧
野
３
丁
目

悠
々
ク
ラ
ブ
（
枚
方
市
）

「
加
入
促
進
に
関
す
る

取
扱
要
領
」
に
基
づ
く

加
入
促
進
ク
ラ
ブ
府
老

連
会
長
表
彰

◇
加
入
促
進
ク
ラ
ブ
◇

【
箕
面
市
】

箕
面
・
船
場
西
寿
ク
ラ
ブ

【
池
田
市
】

渋
谷
こ
と
ぶ
き
会

【
豊
中
市
】
刀
根
山
第
二

若
水
会
、
泉
寿
会
、
二
葉

福
寿
会
、
栗
ケ
丘
重
陽
会

【
摂
津
市
】
鶴
野
北
老
人

ク
ラ
ブ
さ
つ
き
会
、
朗
人

会
本
町
ク
ラ
ブ

【
枚
方
市
】
香
南
会
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
、
西
牧
野
３

丁
目
悠
々
ク
ラ
ブ
、
オ
ー

バ
ー
60
野
田
北
樟
寿
会
、

み
さ
き
健
寿
会

【
交
野
市
】
倉
治
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ 
さ
ん
ゆ
う
会
、

寺
み
ど
り
会

【
八
尾
市
】
南
寿
会

【
四
條
畷
市
】

岡
山
老
人
ク
ラ
ブ

【
藤
井
寺
市
】
丹
北
小
山

長
寿
会
、
野
中
遊
楽
会

【
松
原
市
】
松
楽
会
、
田

井
城「
ふ
ぁ
み
ー
ゆ
松
原
」

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
さ
く
ら

会
、
小
川
園
む
つ
み
会

【
羽
曳
野
市
】
南
恵
我
之

◇
会
長
表
彰
◇

奥
田
一
夫
（
箕
面
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
前
会
長
）

▽
山
田
昭
儀
（
河
内
長
野

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
）
▽
西
出
富
譽
（
忠
岡

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
）
▽
門
林　

淳
（
和
泉

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
）

◇
会
長
感
謝
状
◇

【
市
町
村
老
連
会
長
を
退

任
さ
れ
た
方
】

高
木
正
晴
（
豊
能
町
）

▽
奥
田
一
夫
（
箕
面
市
）

【
市
町
村
老
連
役
員
】

源　

與
嗣
夫
（
箕
面
市
）

▽
木
ノ
平
恵
子
（
池
田

市
）
▽
多
度
津
亮
介
、

三
浦
秀
雄
（
豊
中
市
）

▽
田
畑
悦
三
（
島
本
町
）

▽
山
本
善
信
（
摂
津
市
）

▽
馬
場
政
實
（
摂
津
市
）

▽
小
山
祥
次
郎
、
東
中

利
雄
（
枚
方
市
）
▽
吉

坂
泰
彦
（
交
野
市
）
▽

田
中
光
夫
、
河
野
巌
（
守

口
市
）
▽
塚
井
保
男
、
中

尾
幸
子
（
門
真
市
）
▽

中
野
日
出
男
、
金
光
寿

　

第
65
回
大
阪
府
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
９
月
12
日
、
府
社
会
福
祉
会
館
で
開
か

れ
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
に
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
式
典
で
は
Ｓ
Ｃ
大
阪
会
長
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
（
各
表
彰
者
・
ク
ラ
ブ
は
別
掲
）。
そ
の
後
、来
賓
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

休
憩
後
、
第
二
部
で
は
、「
老
い
て
こ
そ
デ
ジ
タ
ル
を
」
の
テ
ー
マ
で
Ｉ
Ｔ

エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
の
若
宮
正
子
氏
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
講
演
内
容
（
一
部
）
は
１
面
に
掲
載
。

▽
元
町
福
寿
会
（
富
田
林

市
）▽
小
川
園
む
つ
み
会
、

小
川
永
寿
会
（
松
原
市
）

▽
別
府
仁
生
会（
摂
津
市
）

▽
昭
和
園
ゆ
っ
た
り
ク
ラ

ブ
（
高
石
市
）
▽
南
岡
老

人
ク
ラ
ブ
千
歳
会
（
藤
井

寺
市
）
▽
倉
治
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ 

さ
ん
ゆ
う
会
（
交

野
市
）

栄
子
（
八
尾
市
）
▽
松

本
武
夫
（
大
東
市
）
▽

国
重
保
之
（
四
條
畷
市
）

▽
三
島
伸
夫
（
柏
原
市
）

▽
萱
村
喜
一
（
藤
井
寺

市
）
▽
山
本
壽
夫
、
浅

田
吉
治
（
松
原
市
）
▽
北

川　

豊
、
中
嶋
祥
浩
（
羽

曳
野
市
）
▽
植
木
道
代

（
太
子
町
）
▽
廣
谷
靜
雄

（
河
南
町
）
▽
森
本
澄
子

（
大
阪
狭
山
市
）
▽
黒
澤

辰
夫
、
薮
下
敏
昭
（
富

田
林
市
）
▽
加
治　

齊
、

杉
原
道
雄
（
河
内
長
野

市
）
▽
榎　

克
彦
（
高

石
市
）
▽
長
野
泰
孝
（
泉

大
津
市
）
▽
吉
野　

博
、

内
田
正
志
、
中
田
治
久

（
和
泉
市
）
▽
谷
上
よ
し

こ
（
貝
塚
市
）
▽
石
谷

治
代
、
西
口
一
枝
（
田
尻

町
）
▽
谷
下
宗
一
（
阪
南

年齢、日付等は
投稿時のものです

大
阪
府
警
察
本
部

よ
り
感
謝
状

高
齢
消
費
者

被
害
防
止

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

和
泉
市
老
連

　

昨
年
７
月
12
日
に
Ｓ
Ｃ

大
阪
が
大
阪
府
警
察
本
部

か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
令
和
４
年
に
行

わ
れ
た
大
阪
府
警
察
本
部

　

和
泉
市
老
連
（
門
林
淳

会
長
）
で
は
昨
年
11
月
29

日
、
泉
北
高
速
鉄
道
・
和

泉
中
央
駅
周
辺
で
「
高
齢

消
費
者
被
害
防
止
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
Ｓ
Ｃ

こ
う
し
て
会
員
が
増
え
ま
し
た

こ
う
し
て
会
員
が
増
え
ま
し
た

貝
塚
市  

沢 

浦
田
老
人
ク
ラ
ブ

令
和
４
・
５
年 

加
入
促
進
ク
ラ
ブ

Ｓ
Ｃ
大
阪
会
長
表
彰
受
賞

　

沢 

浦
田
老
人
ク
ラ
ブ

（
新
谷
洋
二
会
長
）
で
は

こ
こ
３
年
間
、
会
員
が
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の

主
な
要
因
は
、
３
年
前
に

就
任
し
た
役
員
が
中
心
に

な
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
も
会
員
に
喜
ば
れ
る
活

動
や
行
事
を
積
極
的
に
実

施
し
て
き
た
こ
と
で
す
。

　

現
役
員
が
就
任
し
た
令

和
３
年
、
会
長
と
役
員
で

毎
月
、
誕
生
月
に
あ
た
る

会
員
の
お
宅
を
誕
生
祝
い

品
を
持
っ
て
訪
問
し
、
１

年
か
け
て
ほ
ぼ
全
員
と

面
会
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
会
員
一
人
ひ
と
り

の
生
活
状
況
や
ニ
ー
ズ
が

把
握
で
き
、
喜
ば
れ
る
活

動
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

　

２
年
前
、
校
区
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
た
の
を
機
に
、

地
域
住
民
に
広
く
参
加
を

呼
び
か
け
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
部
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
集
ま
っ
た
メ
ン

バ
ー
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
会

員
に
な
れ
ば
傷
害
保
険
に

入
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

を
説
明
し
た
中
で
、
９
人

の
入
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
事
業
は
成

功
し
な
い
と

い
け
な
い
」
を

信
条
に
、
行
事

を
す
る
際
は

念
入
り
に
準

備
を
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
昨

年
夏
の
「
高
野
山
・
日
帰

り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
で
は
、

要
望
に
前
向
き
に
応
え
て

く
れ
る
旅
行
業
者
を
新
た

に
発
掘
し
、
役
員
で
事
前

に
現
地
の
下
見
を
行
い
、

参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
楽

し
め
る
よ
う
気
を
配
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
少
し
の

努
力
が
参
加
者
の
満
足
度

を
高
め
、会
員
自
ら
が「
楽

し
か
っ
た
よ
、
よ
か
っ
た

よ
！
」
と
口
コ
ミ
で
友
だ

ち
に
伝
え
て
い
る
こ
と
が
、

入
会
者
が
増
え
る
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

渡邉繁樹大阪府副知事から大阪
府優良老人クラブ表彰を受ける
藤井寺市・南岡老人クラブ千歳
会の畑 謙太朗副会長

杉本ＳＣ大阪会長から表彰され
る山田昭儀河内長野市老連会長

大阪府警察本部と記念撮影

街頭キャンペーンに参加の皆さん

と
き
：
昨
年
11
月

８
日
・
９
日

と
こ
ろ
：
あ
き
た

芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ

ス
（
秋
田
県
）

Ｓ
Ｃ
大
阪
か
ら
の

参
加
者
：
７
人

　

Ｓ
Ｃ
大
阪
の
表

彰
者
は
次
の
通
り
（
敬
称

略
）。

【
育
成
功
労
表
彰
】

松
山
洋
三
（
Ｓ
Ｃ
大
阪
理

事
）、
岡
崎　

要
（
Ｓ
Ｃ

大
阪
評
議
員
）

【
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
】

メ
ゾ
ン
水
無
瀬
年
長
者
ク

ラ
ブ
（
島
本
町
）

【
優
良
市
町
村
老
連
表
彰
】

貝
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会

　

阪
南
市
老
連
会
長
の
吉

岡
護
昭
氏
が
令
和
５
年
８

月
15
日
に
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。
80
歳
で
し

た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
８

月
17
日
に
谷
下
宗
一
氏
が

阪
南
市
老
連
会
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

市
）
▽
中
谷
君
子
（
岬
町
）

【
事
務
担
当
者
】

小
寺
真
澄
（
四
條
畷
市
）

▽
藤
原
功
司
（
大
阪
府
）

令
和
５
年
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

の
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
に
対
し
て
、
Ｓ

Ｃ
大
阪
女
性
部
会
が
中
心

と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
理
由
で
す
。

大
阪
と
共
催
で
実
施
し
ま

し
た
。
市
老
連
、
Ｓ
Ｃ
大

阪
、
大
阪
府
警

察
本
部
、
和
泉
警

察
署
、
大
阪
弁
護

士
会
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
市
役

所
、
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
62
人
が
参

加
し
、
道
行
く
人

た
ち
に
「
特
殊
詐

欺
に
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
」
と

声
を
か
け
な
が

ら
、
詐
欺
被
害
防

荘
区
高
生
ク
ラ
ブ

【
大
阪
狭
山
市
】

山
本
長
寿
会
、
楽
寿
会

【
河
内
長
野
市
】

美
加
の
台 

み
ど
り
会

【
高
石
市
】
西
取
石
清
和

会
、
高
石
Ｄ
地
区
な
ご
み

会
、
高
南
親
交
ク
ラ
ブ
、

第
13
区
東
羽
衣
あ
い
あ
い

会【和
泉
市
】

煌
め
き
ク
ラ
ブ

【
貝
塚
市
】
府
営
久
保
住

宅
老
人
会
、
沢
・
浦
田
老

人
ク
ラ
ブ
、橋
本
悠
友
会
、

三
ツ
松
長
寿
会

◇
新
規
設
立
ク
ラ
ブ
◇

【
枚
方
市
】
楠
葉
野
田
老

人
ク
ラ
ブ
和
楽
会
、
シ
ニ

ア
宮
桜
会

【
八
尾
市
】
は
ば
た
く
会

【
和
泉
市
】
光
明
台
１
丁

目
第
12
次
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

◇
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
表
彰
◇

【
活
動
賞
】

上
野
楽
寿
会
（
豊
中
市
）

大好評だった夏の「高野山・日帰りバスツアー」

町会主催の「スポーツ・健康
ラリーフェスタ」でグラウンド・
ゴルフの体験指導

令和
２年度 62 人

３年度 65 人

４年度 75 人

５年度 82 人

会員数の推移

止
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
を
配

布
し
ま
し
た
。

表
彰
者
・
ク
ラ
ブ
（
敬
称
略
）

訃
報

ポ
イ
ン
ト
１

会
員
全
員
を
訪
問
し

て
ニ
ー
ズ
を
把
握

ポ
イ
ン
ト
２

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
を
通
じ
て
勧
誘

ポ
イ
ン
ト
３

念
入
り
な
準
備
で
行

事
を
成
功
さ
せ
る

国国際際電電話話 （（海海外外ととのの発発信信・・着着信信））はは

無無償償でで休休止止ででききまますす

【【国国際際電電話話不不取取扱扱受受付付セセンンタターー】】
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自自動動音音声声案案内内 ：： 平平日日、、土土日日祝祝２２４４時時間間

（（通通話話料料無無料料））

固固定定電電話話・・ひひかかりり電電話話がが対対象象でですす。。そそののほほかかににもも一一定定のの条条件件ががあありりまますすののでで、、詳詳ししくくはは

おお申申込込みみのの際際にに確確認認くくだだささいい。。

取取扱扱時時間間

▽
倉
治
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

さ
ん
ゆ
う
会
（
交
野
市
）

▽
野
中
遊
楽
会
（
藤
井
寺

市
）
▽
荘
園
町
こ
と
ぶ
き

会
（
河
内
長
野
市
）

　

長
年
、
健
康
づ
く
り
大

学
校
の
講
師
を
務
め
、
若

手
委
員
会
で
ご
支
援
い
た

だ
い
た
、
大
塚
保
信
氏
が

令
和
５
年
７
月
16
日
に

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し

た
。
81
歳
で
し
た
。
謹
ん

で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

す
。

４
年
ぶ
り
の
健
大
Ｏ
Ｂ
会

柏
原
市
　
中
井
憲
子
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昨
年
11
月
27

日
、
４
年
ぶ
り

に
「
Ｓ
Ｃ
大
阪
健

康
づ
く
り
大
学
校

（
健
大
）」
Ｏ
Ｂ
会

を
府
社
会
福
祉
会

館
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

幹
事
と
し
て
就

い
た
受
付
で
卒
業

生
の
元
気
な
お
姿

を
見
て
感
動
。
女

性
は
素
敵
に
オ

シ
ャ
レ
を
さ
れ
、

と
て
も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な

大
先
輩
を
迎
え
、
こ
ち
ら

も
心
が
ウ
キ
ウ
キ
し
ま
し

た
。

　

会
次
第
は
司
会
者
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
。
健
大
を

修
了
さ
れ
た
３
名
の
方
か

ら
の
単
位
ク
ラ
ブ
や
市
老

連
の
活
動
報
告
の
あ
と
、

賞
品
の
か
か
っ
た
公
式
ワ

ナ
ゲ
大
会
で
は
プ
レ
ー

ヤ
ー
は
真
剣
に
取
り
組

み
、
応
援
も
力
が
入
り
ま

し
た
。
合
唱
も
唱
歌
か
ら

懐
メ
ロ
ま
で
ど
れ
も
大
盛

り
上
が
り
。
Ｏ
Ｂ
会
冊
子

に
は
、
当
日
参
加
で
き
な

か
っ
た
方
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
文
が
掲
載

さ
れ
、
健
大
の
仲
間
が
心

を
通
わ
せ
ま
し
た
。

　

魅
力
あ
る
会
長
の
下

第 1 条 食 事 塩分と　脂肪控えて　バランス良く

第 2 条 運 動 歩こうよ　手足動かし　脳刺激

第 3 条 不 摂 生 深酒と　タバコやめれば　病なし

第 4 条 健 診 習慣病　肥満に血圧　早めの一手

第 5 条 転 倒 気をつけよう　頭の打撲　引き金に

第 6 条 興 味 好奇心　前向き人生　いつまでも

第 7 条 趣味・日記 考えて　まとめて表現　よい習慣

第 8 条 人 間 関 係 こまやかな　気配り欠かさず　お付き合い

第 9 条 若　　 さ 老け込むな　おしゃれ心を　忘れずに

第 10 条 ス ト レ ス くよくよと　考え込まず　ため込まず

認
知
症
予
防
10
か
条

（
公
益
財
団
法
人
認
知
症
予
防
財
団
）

地域のシニアクラブの活動拠点などに掲示し、
会員増強の取り組みにご活用ください。

お申込み・お問合せはSC大阪事務局まで

※ポスターがなくなり次第、終了させていただきます
　数はご相談ください

2種類を1セットにして、ご希望の方にお送りします。

☎

「＋1 友だち入会作戦」の
A3サイズポスター（2 種類）あります

プラスワン

に
人
は
集
ま
り
、
よ
り
魅

力
あ
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

し
て
く
れ
る
の
が
健
大
で

す
。
機
会
が
あ
れ
ば
受
講

し
、
健
大
Ｏ
Ｂ
会
で
も
交

流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

（
田
辺
健
康
ク
ラ
ブ
）

杉本ＳＣ大阪会長、山田事務局長を囲んで、
今年度のＯＢ会幹事の 22 期生一同

SC大阪の参加者
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高
齢
化
の
進
展
と
と
も

に
認
知
症
が
増
え
て
い
ま

す
。
認
知
症
の
多
く
は
原

因
が
分
か
ら
な
い
た
め
、

残
念
な
が
ら
現
時
点
で
は

病
気
を
根
本
的
に
治
す
薬

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

認
知
症
の
大
半
を
占
め
る

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
に
対
す
る
治
療
薬
は
、

進
行
を
遅
ら
せ
る
目
的
で

多
く
の
患
者
さ
ん
に
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
効
果

は
限
定
的
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
レ
カ

ネ
マ
ブ
と
い
う
新
し
い
タ

イ
プ
の
認
知
症
治
療
薬
が

開
発
さ
れ
、
製
造
販
売
が

許
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
の
原
因
の
一
つ
と

さ
れ
て
い
る
ア
ミ
ロ
イ
ド

β
蛋た

ん

白ぱ
く

を
排
出
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

原
因
に
作
用
す
る
薬
（
疾

患
修
飾
薬
）
と
し
て
初
め

て
開
発
さ
れ
た
薬
で
す
。

認
知
症
の
患
者
さ
ん
に
は

朗
報
で
す
が
、
適
応
は
初

期
の
患
者
さ
ん
な
ど
に
限

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
専
門

医
の
診
断
・
治
療
が
必
要

で
す
。

　

一
方
、
認
知
症
の
予
防

も
重
要
で
す
。
認
知
症

の
予
防
と
は
、
発
症
を
遅

ら
せ
る
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
進
行
を
緩
や
か
に

す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と

で
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
関
）
は
、
認
知
症
予

防
の
た
め
の
12
項
目
と
し

て
、
①
身
体
活
動
の
介
入

②
禁
煙
の
介
入
③
栄
養
の

介
入
④
適
正
飲
酒
の
介
入

⑤
認
知
機
能
の
介
入
⑥
社

会
活
動
⑦
体
重
の
管
理
⑧

高
血
圧
症
の
管
理
⑨
糖
尿

病
の
管
理
⑩
脂
質
異
常
症

の
管
理
⑪
う
つ
病
の
管
理

⑫
難
聴
の
管
理
―
―
を
提

唱
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
大
事
な
こ
と
で
す
。
そ

の
中
で
も
高
血
圧
、
糖
尿

病
、
脂
質
異
常
症
な
ど
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
・
治

療
の
重
要
性
を
多
く
の

専
門
家
が
指
摘
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
適
度
な
運
動
も

勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
週

に
２
～
３
回
、
１
回
30
分

程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な

ど
、
無
理
せ
ず
自
分
の
体

調
に
合
わ
せ
て
行
う
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
は
社
会
活

動
、
人
と
の
交
流
も
重
要

で
す
。
引
き
こ
も
ら
ず
、

人
と
の
付
き
合
い
を
心
掛

け
る
こ
と
で
す
。「
脳
ト

レ
」
な
ど
も
良
い
こ
と
で

す
が
、
人
に
勧
め
ら
れ
て

無
理
に
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
ス
ト
レ
ス
に
な
る
だ

け
で
、
あ
ま
り
効
果
を
期

待
で
き
ま
せ
ん
。
大
切
な

こ
と
は
、
自
分
が
興
味
を

持
っ
て
無
理
な
く
続
け
ら

れ
る
こ
と
で
す
。
仕
事
、

家
事
、
趣
味
な
ど
、
こ

れ
ま
で
し
て
い
た
こ
と
を

量
、
質
を
落
と
し
て
も
楽

し
く
続
け
る
こ
と
が
良
い

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

認知症の
予防と治療
大阪府医師会副会長

阪本　栄

ね
ん
り
ん

ね
ん
り
ん
川
柳
川
柳

選
　
Ｓ
Ｃ
大
阪
広
報
部
会

つ
り
革
に
伸
ば
す
手
を
見
て
老
い
を
知
る	

松　

原	

大
谷
美
恵
子

久
々
の
揺
る
る
吊
橋
姉
の
顔	

守　

口	

天
野　

雅
枝

補
聴
器
を
息
子
が
く
れ
た
誕
生
祝	

貝　

塚	

喜
多
須
美
子

禿
げ
て
る
か
？
中
身
気
に
し
て
お
願
い
あ
な
た	

交　

野　

大
杉　

礼
子

八
十
路
で
す
ト
イ
レ
は
近
く
耳
遠
く	

泉　

南	

松
下　

幸
雄

効
率
が
心
狂
わ
す
世
の
中
に	

大　

東	

塚
本　

民
子

　

投
句
は
最
大
２
句
ま
で
。
は
が
き
に
作
品
、
住
所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム

可
）、
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
き
、
Ｓ
Ｃ
大
阪
事
務
局
「
川
柳
係
」

（
〒
５
４
２
・
０
０
１
２
大
阪
市
中
央
区
谷
町
７
丁
目
４
‐
15　

大
阪
府
社
会
福
祉

会
館
内
）
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
万
一
、
掲
載
作
品
に
対
し
第
三
者
間
に
著
作
権
等

の
疑
義
が
生
じ
て
も
Ｓ
Ｃ
大
阪
は
一
切
の
責
任
は
負
わ
な
い
も
の
と
し
ま
す
。
次
号

（
７
月
1
日
付
）
の
締
め
切
り
は
２
月
５
日
（
月
）
で
す
。

川
柳
作
品
募
集

音
声
テ
ー
プ

貸
し
出
し
ま
す

　

Ｓ
Ｃ
大
阪
は
、
目
の
不

自
由
な
方
に
大
阪
府
視
覚

障
害
者
福
祉
協
会
の
協

力
で
「
ね
ん
り
ん
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ
」
の
音
声
テ
ー
プ
を

制
作
、
無
料
貸
し
出
し
を

「
ご
み
ゼ
ロ
」の
日

皆
さ
ん
参
加
を
！

　

５
月
30
日
は
「
ご
み
ゼ

ロ
」
の
日
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、「
地
域

環
境
の
た
め
に
」
と
、
Ｓ

Ｃ
大
阪
の
提
唱
で
始
ま
っ

た
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
大
切

な
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

で
す
。
毎
年
、
こ
の
日
は

府
内
各
地
の
ク
ラ
ブ
会
員

が
身
近
な
空
き
地
や
公

し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

方
や
、
音
声
テ
ー
プ
を
必

要
と
さ
れ
る
方
を
ご
紹
介

い
た
だ
け
る
場
合
は
、
Ｓ

Ｃ
大
阪
事
務
局
（
☎
06
・

６
７
６
１
・
６
４
８
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
06
・
６
７
６
５
・	

３
３
０
２
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

園
、
神
社
、
道
路
、
用
水

路
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
で

清
掃
や
草
刈
り
奉
仕
を
し

て
い
ま
す
。

　

各
自
が
運
動
意
識
を
持

ち
、
道
端
の
ご
み
拾
い
な

ど
、
で
き
る
範
囲
で
環
境

美
化
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

●
ス
ポ
ン
サ
ー
御
礼
●

　
「
ね
ん
り
ん
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
」
第
１
８
５
号
の
発
刊
の

際
に
は
、
広
告
掲
載
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ス
ポ
ン

サ
ー
の
皆
様
の
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大
阪
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

編

集

後

記

　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
「
ね
ん
り
ん
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
」

の
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。	

　

さ
て
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
が
言
わ
れ
て
幾

久
し
い
で
す
が
、
今
年
で
団
塊
の
世
代
が
全
て

後
期
高
齢
者
と
な
り
、
ま
す
ま
す
本
格
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
高
齢
者
は
年
を
重
ね

ま
す
が
、
社
会
や
地
域
、
あ
る
い
は
家
族
や
知

人
と
の
良
好
な
関
係
を
保
つ
こ
と
が
大
変
重
要

で
、
そ
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
各
地
の
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
各
種
行
事
や
ク
ラ
ブ
活
動
に

積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
会
員
相
互
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
が
ら
、
こ
の
一

年
も
楽
し
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
広
報
部
会
委
員
・
太
田
好
信
）

　

Ｓ
Ｃ
大
阪
で
は
、
活
動
へ
の
支

援
の
ご
寄
付
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
金
額
の
多
寡
は
問
い
ま
せ
ん
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
下
記

口
座
ま
で
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
４
月
１
日
～
12
月
４

日
の
間
に
、
松
原
市
老
連
と
羽
曳

野
市
老
連
お
よ
び
１
人
の
方
か
ら

合
計
16
万
８
５
０
０
円
の
寄
付
金

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

厚
意
に
あ
り
が
た
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

銀行名：りそな銀行　　支店名：大手支店　
預金種別：普通　　口座番号：０１０４６４０
口座名：�一般財団法人大阪府老人クラブ連合会
　　　　ｻﾞｲ ) ｵｵｻｶﾌﾛｳｼﾞﾝｸﾗﾌﾞﾚﾝｺﾞｳｶｲ

Ｓ
Ｃ
大
阪
の
活
動
を

支
援
し
て
く
だ
さ
い

ご
寄
付
の
お
願
い
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